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大大
学学
で

学学
ぶ

現
在
、
教
育
の
大
衆
化
の
進
展
に
よ

り
大
学
へ
の
進
学
率
も
高
ま
る
中
で
、

少
子
化
な
ど
の
影
響
も
あ
い
ま
っ
て

「
全
入
の
時
代
」
と
い
う
現
象
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
高
学
府
と
し
て
の
大
学
は
社
会
的

な
責
任
を
負
い
つ
つ
、
大
学
の
個
性
の

ア
ピ
ー
ル
、
教
育
内
容
の
充
実
、
就
職

支
援
な
ど
に
よ
っ
て
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」

を
身
に
つ
け
る
な
ど
個
性
化
、
差
別
化

を
図
っ
て
生
き
残
り
に
取
組
ん
で
い
る
。

本
学
で
は
「
学
生
第
一
主
義
の
活
力

あ
る
学
園
づ
く
り
」
を
学
園
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
、
建
学
の
精
神
、
大
学
の
理
念
、

中
長
期
運
営
方
針
に
基
づ
く
、
教
育
環

境
の
整
備
、
実
践
的
な
教
育
に
取
組
ん

で
い
る
。

本
学
で
学
ぶ
学
生
は
、
何
を
思
い
、

何
を
感
じ
、
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
そ
し
て
２１
世
紀
を
担
う

若
者
に
対
し
て
私
た
ち
大
学
は
何
が
で

き
る
の
か
。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。在

学
生
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ

学
生
（
６３
名
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
そ
の
内
、
今
回
１８
名
を
紹
介
。

「
大
学
で
学
ぶ
」
こ
と
を
見
つ
め
る

機
会
に
し
た
い
。

■大学へ進学した理由
高校で水産（船）について学習したので、
さらに色々と学びたいと思ったから。

■今、夢中になっていること
三年目の大学生活。勉強はもちろん、友達
や講義、全てに熱中しています。
「海洋スポーツ同好会」でクルージングや
釣りを楽しんでいます。

■一言
高校の三年間よりも月日が過ぎるのが早く
感じます。今までと違う充実した学校生活
が送れるのではないかと思います。

■大学へ進学した理由
船（特に軍艦）が好きだったので、船の事
について学びたかった。
長崎は造船と深い繋がりのある町で、本学
が長崎造船大学だったという事に惹かれた。

■今、夢中になっていること
卒業研究で「多連結バージシステムの波浪
中運動特性」に関する実験的研究をしてい
ます。模型船を使って水槽で実験を行いま
す。現在、その準備中。

■一言
船が好きな人、集まれ�

■大学へ進学した理由
海や船に興味があり、海系の大学進学を希
望しました。昨年７月には小型船舶操縦免
許１級を取得しました。
■今、夢中になっていること
卒業研究は、船舶の初期構造システムの研
究です。造船所と同じCADを使って研究
するので面白いです。
研究で疲れた時は弓道場で弓を引いて気分
転換しています。
■一言
本学科は日本で唯一の船舶工学科で、船や
海が好きな人は是非船舶工学科へ来てくだ
さい。有名な先生方の講義が聞けるので大
変勉強になります。

■大学へ進学した理由
ものを作ることが好きなんですが、大学へ
は将来の事を考える時間を持つため進みま
した。

■今、夢中になっていること
専門の講義にはまっています。特に、「海
洋福祉学」の講義では教授の経験を交えた
話がとても面白く受講しています。

■一言
一から時間割（自分の学びたい）を決める
事ができるのが船舶工学科の魅力です。
残りの学校生活をより楽しみたいです。

■大学へ進学した理由
幼い頃からロボットアニメや戦隊もの、も
のを作ることが好きで、漠然と機械につい
て学びたかった。
■今、夢中になっていること
オープンキャンパスでロボコンに出場した
マシンの動く姿を見て本学への進学を決め
ました。もちろんロボコンのサークル
「NiAS 夢工房」に入っています。
６／１７の全国大会では予選敗退したけど、
自分達が作ったマシンを多くの人に見ても
らえるのは嬉しいです。
■一言
「好き」「興味がある」は大きな原動力です。
自分の「好きな事」を見つけて取組むこと
をお薦めします。

■大学へ進学した理由
環境を保全するための機械を作る人になり
たいと考え、その事を学びたかった。

■今、夢中になっていること
卒業研究で「国産中型輸送機YS－１１」（尾
翼を利用）の機体の経年劣化について研究
しています。実験など頑張っています。

■一言
大学では机上の勉強だけではなく、人との
関わりや様々な活動を通して多くの事を知
る事ができます。時間を気にせず、色んな
事にチャレンジできる事も魅力です。

■大学へ進学した理由
まだまだ将来の事ははっきりとしていない
のですが、電気のエキスパートになりたい
と考えたからです。
■今、夢中になっていること
パソコンの学校で「MOS資格」の勉強中
です。また、電気に関する資格も取ってい
きたいと考えています。
■一言
そのまま社会に出るよりも、大学で色んな
技術や知識を学んで社会に役立てたい。
在学中に色んな資格を取るぞ�

■大学へ進学した理由
高校は情報電子科で、電子・情報関係につ
いて更に深く学びたいと思いました。大学
生活を通して、色々な人との出会いや、色々
な事に挑戦して自分を磨いていきたいと思
い進学しました。

■今、夢中になっていること
消防設備士、電気通信主任技術者など在学
中に取りたい資格が沢山あるので、勉強し
ています。
エコ会で LEDライトを使用して植物を育
てる研究もしています。

■一言
必修科目が多く大変ですが、教授やクラス
のみんな楽しい人ばかりで勉強以外で学べ
る事も多く楽しいです。

工学部
船舶工学科３年生

大久保晶子さん
［高知海洋高校（高知）］

工学部
船舶工学科４年

岸 一元君
［郁文館高校（東京）］

工学部
船舶工学科３年

山田 まゆさん
［長崎南高校（長崎）］

工学部
船舶工学科４年

立石 昌也君
［大村高校（長崎）］

工学部
機械工学科４年

熊 民代さん
［長崎明誠高校（長崎）］

工学部
機械工学科２年

池田 結さん
［文化女子大学
附属杉並高校（東京）］

工学部
電気電子情報工学科３年

平 香織さん
［北松西高校（長崎）］

工学部
電気電子工学科１年

溝田 典弘君
［聖母の騎士高校（長崎）］

2



■大学へ進学した理由
将来「建築士」になりたいからです。
日本は地震が多いので、地震に強く、皆に
喜んでもらえる建物を造ってみたいです。
■今、夢中になっていること
今はとにかく建築の基礎を一生懸命学んで
います。
慣れないところもありますが、学科の雰囲
気はとても良いです。
■一言
建築学科は専門的な事を学ぶにはかなり良
い環境なので進学の一つに考えてみてくだ
さい。

■大学へ進学した理由

建築士になりたいと思い、また、長崎で建

築の事を学べるのは本学だけだった。

■今、夢中になっていること

ゼミで日本建築学会の設計コンペに提出す

る作品を制作中です。坂の多い長崎の町で

町づくりをテーマに作成しています。

■一言

建築学科は教授と学生の距離がとても近い

です。きっと楽しい学生生活になると思い

ます。

■大学へ進学した理由
大学案内に書かれている事がとても楽しそ
うで興味が湧きました。中でもバーチャル
リアリティについて心理状態、技術などを
勉強したくて本学に進学しました。
■今、夢中になっていること
大学に入学してからはコンテンツ制作に興
味を持ち、現在は３DCGや Flash に関心
があります。
■一言
この大学は、どんな事でも努力すれば必ず
“やれる”大学です。何かを作りたい人、
やる気がある人、私達と一緒に「何か」を
作ってみませんか。

■大学へ進学した理由
将来「情報機器」を作る仕事に就きたかっ
たからです。現在はその仕事に就くための
基礎的な知識を学んでいます。

■今、夢中になっていること
サークル「Career－Net－Cafe」で社会人
との交流、面接練習などを通して将来の就
職活動に役立てています。
長崎大学よさこい部「突風」にも参加して
活動しています。

■一言
大学進学に悩んでいる高校生、本学はマジ
楽しいので入学してください。
来年の入学をまってま～す。

■大学へ進学した理由
高校では情報技術科で、高校で学んだこと
をもっと深く知りたかったので進学しまし
た。
様々な資格の取得を目指します。
■今、夢中になっていること
部活動でテニス部、ハンドボール部や、Ca-
reer－Net－Cafe という就活のための部活
動に所属して活動を行っています。
■一言
講義は難しくて大変ですが、多くの人達と
触れ合ってキャンパスライフを楽しく過ご
せると思います。部活動に参加すると自分
に役立つと思うので、是非参加してみてく
ださい。

■大学へ進学した理由
情報の分野に興味があり、知能情報学科で
特に感性分野について学んでみたいと思っ
たからです。

■今、夢中になっていること
弓道部に所属し毎日頑張っています。６月
は特に大会が続けてあるので忙しいのです
が、充実していてとても楽しいです。もう
引退の時期が見えてきたので、できるだけ
多くの試合でリーグに残り、団体・個人と
もに入賞を狙っていきたいと思います。

■一言
何か一つ、夢中になれるものを見つけるこ
とが、大学生活を楽しく過ごす秘訣だと思
います。

■大学へ進学した理由

情報に関する事を学びたかったからです。

■今、夢中になっていること

サークルのホームページを作ろうと少しず

つ準備しています。それとマイクロソフト

オフィススペシャリストの資格を取得しよ

うとこつこつ勉強しています。

■一言

自分のやりたい事をして、沢山遊んで勉強

してください。

■大学へ進学した理由
もっと情報と経営を学びたかったからです。
また、大学で沢山の人達と交流したいとの
気持ちも進学の大きな理由です。

■今、夢中になっていること
アマチュア無線部の活動を通して、沢山の
人達と会話することに今夢中になっていま
す。ただいま２級免許取得に向けて勉強し
ています。

■一言
大学では社会人になる前の準備期間。自己
を確立するために、たっぷりある自由な時
間を使って、あそびましょう！

■大学へ進学した理由

中学生の頃から「自然環境を守りたい」「こ

の美しい地球を未来に残したい」と思って

いて、その技術を学びに進学しました。

■今、夢中になっていること

自己の研鑽でもあり、趣味でもある写真や

書など芸術活動に夢中になっています。

それに人と人との絆を深めるコミュニケー

ションも大切にしています。

■一言

“良き出逢いを”

■大学へ進学した理由
とにかく環境問題（地球温暖化など）が学
びたかったからです。

■今、夢中になっていること
「ISOの家」で隣接する宿町自治会の方々
と一緒に地域通貨を扱っています。住民か
ら古紙を回収し、重さに応じてクーポンを
発行するものです。また、地域の方と花見
などの交流も盛んです。

■一言
大学に入学して部活、アルバイト、地域交
流など充実した生活を送ってきました。大
学４年間をどのように過ごすかは自分しだ
いです。何かに打ち込めるものを見つけて
ください。

工学部
建築学科４年

山� 優紀さん
［長崎南高校（長崎）］

情報学部
知能情報学科１年

中間 翼君
［鹿児島玉龍高校（鹿児島）］

情報学部
知能情報学科３年

松田真由美さん
［延岡高校（宮崎）］

情報学部
経営情報学科３年

�田 香織さん
［鳴滝高校（長崎）］

人間環境学部
環境文化学科４年

中村 祥子さん
［西陵高校（長崎）］

情報学部
知能情報学科３年

熊谷 侑加さん
［活水高校（長崎）］

情報学部
経営情報学科３年

川内 崇史君
［鹿町工業高校（長崎）］

情報学部
経営情報学科３年

岡野 紗季さん
［佐伯鶴城高校（大分）］

人間環境学部
環境文化学科４年

木塲 龍一君
［阿久根高校（鹿児島）］

工学部
建築学科１年

南 信君
［瓊浦高校（長崎）］
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●
新
入
生

４
月
４
日
、
本
学
体
育
館
で
平
成
１９

年
度
長
崎
総
合
科
学
大
学
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。

林
学
長
が
大
学
院
博
士
課
程
３
名
、

修
士
課
程
２１
名
、学
部
２
２
４
名
、別
科

日
本
語
研
修
課
程
１８
名
の
入
学
を
許
可
。

入
学
し
た
学
生
を
代
表
し
て
、
大
学

院
の
高
橋
一
暢
さ
ん
が
「
今
、
私
た
ち

の
地
球
と
人
類
社
会
に
は
大
き
く
て
深

刻
な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。
産

業
革
命
に
よ
り
人
類
が
豊
か
な
生
活
を

手
に
入
れ
た
一
方
で
、
そ
の
代
償
と
し

て
地
球
温
暖
化
や
各
種
公
害
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
私
た
ち
若
い
世
代
が
地
球
環
境
・
社

会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
学

び
、
こ
れ
か
ら
進
む
新
し
い
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
」。情報

学
部
の
吉
井
静
香
さ
ん
が
「
こ

れ
か
ら
の
４
年
間
で
私
た
ち
は
多
く
の

困
難
に
突
き
当
た
る
と
思
い
ま
す
が
、

強
い
信
念
を
持
ち
、
友
と
切
磋
琢
磨
し

て
行
き
な
が
ら
自
分
た
ち
の
歩
む
べ
き

道
を
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
時
に
、

先
生
方
や
諸
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
時
は
、
温
か
い
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。

ま
た
、
留
学
生
を
代
表
し
て
デ
ヴ
ァ

ル
デ
ネ
ブ
ロ
・
ホ
ワ
ン
ホ
セ
マ
リ
ア
さ

ん
が
「
私
に
と
っ
て
人
生
で
一
番
力
が

あ
る
の
は
知
恵
と
い
う
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
知
恵
は
一
番
の
財
産
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
の
一
年
間
（
別
科
日
本

語
研
修
課
程
の
期
間
）
で
知
恵
と
友
情

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
か
ら
は
学

部
生
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

最
後
に
新
入
生
を
代
表
し
て
工
学
部

の
末
広
幸
介
さ
ん
が
「
私
た
ち
新
入
生

は
長
崎
総
合
科
学
大
学
に
お
い
て
自
ら

が
選
ん
だ
研
究
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
な
る
べ
く
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
真

摯
な
姿
勢
で
取
り
組
み
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
と
な
る
よ
う
、
自
己
の
鍛

錬
を
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣

誓
し
た
。

工学部 電気電子工学科
『医療電子コース』一期生入学
今年度、工学部電気電子工学科に『医療電子コース』

を開設した。本学で所定の科目を履修し単位を取得して、
国家試験「臨床工学技士」の受験資格を目指す。
今年一期生として２５名が入学し、「臨床生理学」「医学

概論」など講義や実習を行う。
医療機器の高度化が進むなか、病院等で「人工心肺装

置」「血液浄化装置」「人工呼吸器」などの最先端の医療
機器を取り扱う専門家である「臨床工学技士」のニーズ

は近年、急速に高まりを見せている。
本学の電気電子工学科に新設された『医療電子コー

ス』の特徴は、長い歴史を有する「電気工学」と「電子
工学」の教育・研究システムを基盤として、深い工学的
知識と医学的素養を併せ持った医療技術者を養成すると
ころにあり、期待が高まっている。

人人
間間
環環
境境
学学
部部

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
改改
編編

学
部
改
革
に
よ
り
２
０
０
８

年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改

編
さ
れ
る
。

新
た
に
「
地
域
学
コ
ー
ス
」

を
設
け
、
環
境
に
配
慮
し
地
域

に
調
和
し
た
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
学
び
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
た
実
践
的
な
学

習
を
行
う
。

地域学コース
（２年生から選択）

環境に配慮し、地
域に調和したまち
づくりを学び、地
域というフィール
ドに直接触れ、ま
ちづくりに実践的
に取り組む。

「
自
律
自
彊
」

「
実
学
実
践
」

「
創
意
創
新
」

「
宇
内
和
親
」

建学の精神

環境
マネジメント１

環境マネジメント
システムの具体的
な構築・運用方法
を修得。また、関
連する法律や経済
性など幅広い視野
で学ぶ。

環境
テクノロジー３

環境への負荷を軽
減する対策技術や
処理技術、資源を
最大に利用するバ
イオマスなど新し
いエネルギーのあ
り方を考える。

環境
バイオロジー２

生態系と生物多様
性の保全のあり方
や、環境への負荷
を軽減した栽培技
術や農業のあり方
について学ぶ。

■
学
ぶ
３
つ
の
部
門
と
コ
ー
ス

4



①
名
前

②
所
属
・
職
名

③
趣
味

④
抱
負
な
ど
一
言

見

方

■
新
人
教
職
員
の
紹
介

今
年
の
４
月
、
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
教

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

き
じ
ま

か
つ
ろ
う

①
貴
島

勝
郎

②
理
事
、
評
議
員

工
学
部

船
舶
工
学
科

教
授
【
工
学
博
士
】

③
乗
り
物
全
般
で
す
が
、

種
々
の
乗
り
物
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。
特
に
興
味
が
あ
る
の
が
、
飛
行
機
、
自

動
車
で
す
。
船
は
趣
味
を
乗
り
越
え
て
専
門
に

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
の
車
の
経
歴
は
過
去
３５

年
間
で
ち
ょ
う
ど
１０
台
の
車
に
乗
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
資
源
の
少
な
い
我
が
国
に
と
っ
て
海
運
、
海
上

輸
送
は
非
常
に
重
要
な
分
野
で
す
。
我
が
国
の

船
舶
工
学
分
野
が
今
後
も
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
よ
う
に
、
ま
た
造
船
分
野
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
よ
う
に
、
若
人
の
教
育
と
技
術
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

か
わ
ぞ
え

か
お
る

①
川
添

薫

②
工
学
部

電
気
電
子
工
学
科

准
教
授

③
ヨ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ジ

ン
グ

④
医
療
施
設
で
２６
年
間
学
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床

経
験
を
活
か
し
て
臨
床
工
学
技
士
に
必
要
な
幅

広
い
知
識
と
技
術
の
提
供
を
実
践
的
内
容
を
踏

ま
え
て
講
義
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
技
術
創
成
研
究
所
で
医
療
デ
バ
イ
ス

を
数
多
く
研
究
・
開
発
し
医
工
連
携
・
産
学
官

の
中
心
的
役
割
が
担
え
る
よ
う
、
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

や
ま
だ

ゆ

か

り

①
山
田

由
香
里

②
工
学
部

建
築
学
科

准
教
授
【
博
士
（
工

学
）】

③
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

旅
行
（
特
に
自
然
景
観
）

④
建
築
の
歴
史
・
意
匠
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

長
崎
県
内
に
は
、
各
地
に
歴
史
の
町
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
の
町
に
は
、
い
い
町
並
み
に
加
え
、

お
い
し
い
味
と
、
再
び
会
い
た
く
な
る
人
が
い

ま
す
。
ゼ
ミ
の
学
生
と
、
ど
ん
な
町
に
出
会
え

る
か
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
じ
の

ま
こ
と

①
藤
野

真

②
情
報
学
部

経
営
情
報
学
科

助
教

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ

④
小
集
団
活
動
（
Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
）
を
研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
地

味
な
研
究
分
野
で
す
が
、
企
業
の
行
動
特
性
を

知
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
研
究
分
野
だ
と
思
い

ま
す
。

経
営
学
は
勉
強
の
効
果
を
実
感
し
に
く
い
学

問
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

く
じ
け
そ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ツ

コ
ツ
一
緒
に
勉
強
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
と
き
に
は
厳
し
い
こ
と
も
言
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。ふ

る
や
ま

し
げ
ひ
と

①
古
山

滋
人

②
情
報
学
部

経
営
情
報
学
科

助
教

【
博
士
（
工
学
）】

③
映
画
鑑
賞

パ
ソ
コ
ン
の
豆
知
識
の
収
集

④
「
新
し
い
力
で
、
ぬ
る
ま
湯
感
を
打
破
す

る
！
」

教
育
研
究
者
と
し
て
の
経
験
は
浅
い
で
す
が
、

そ
こ
は
気
合
と
根
性
で
カ
バ
ー
し
、
学
生
時
代

に
思
い
描
い
た
理
想
の
大
学
教
員
に
、
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
ざ
き

よ
う
す
け

①
尾
崎

洋
介

②
附
属
高
等
学
校
教
諭

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

④
高
校
生
に
負
け
な
い

よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！

あ
ら
き

①
荒
木

し
づ
か

②
学
生
課

女
子
寮
管
理
人

③
旅
行
（
温
泉
め
ぐ

り
）

④
喜
ん
で
お
い
し
く
食

べ
て
く
れ
る
料
理
を
作
り
、
頼
ら
れ
る
寮
母
に

な
り
た
い
。

■
永
年
勤
続
表
彰

６
月
２５
日
、
お
よ
び
７
月
１２
日
、
平
成
１９
年
度

永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

◇
１０
年
勤
続

伴
�

正
志

上
野

誠
司

◇
２０
年
勤
続

奥
田

裕
也

川
竹

成
稔

尾
崎

直
美

◇
３０
年
勤
続

中
尾

孝
広

村
田

明
久

�
砂

博
信

花
井

徳
寳

脇
山

祐
介

喜
種

博

森

一
則

石
丸
千
可
子

松
尾

礼
子

中
尾
百
合
香

中
尾

雅
香

◇
４０
年
勤
続

奥
村

典
男

■
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
受
入
に
つ
い
て

独�
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
特
許
庁
の
外

郭
団
体
）
か
ら
の
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
が
採
択
さ
れ
、
埼
玉
医
科
大
学
の
飯
野

顕
氏

が
本
学
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
１９
年
度
の
１
年
間
、
知
的
財
産
管
理
体
制

の
評
価
、
整
備
や
知
的
財
産
の
取
扱
、
出
願
等
に

対
す
る
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

詳
細
は
次
の
通
り
。

い
い
の

あ
き
ら

◇
氏
名

飯
野

顕
【
工
学
博
士
】

◇
職
名

大
学
院
客
員
教
授

（
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◇
任
期

平
成
１９
年
度

◇
勤
務

埼
玉
医
科
大
の
知
的
財
産
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
本
務
と
し
て
、本
学
へ
は
出
張
派
遣（
毎

月
１
週
間
程
度
）

◇
略
歴

古
河
電
気
工
業
�
の
後
、
三
重
大
学
に

て
知
的
財
産
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
３
年
間
）
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◇
こ
こ
が
一
押
し

先
輩
・
後
輩
関
係
な
く
、
仲
が

良
い
。
い
つ
も
練
習
で
は
笑
顔

が
絶
え
ま
せ
ん
。

◇
今
後
の
目
標

九
州
選
手
権
で
優
勝
し
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

祝
第
５７
回
九
州
地
区
大
学
体
育
大
会

第
３
位
（
６
／
２２
〜
２５
開
催
）

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
準
硬
式
野
球
」
と
い
う
も
の

を
一
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
見
に
来

て
く
だ
さ
い
�

期
待
は
絶
対
に
裏
切
り
ま
せ

ん
！

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
募
集
中
！

同好会
●海洋スポーツ同好会
●リアルスポーツ
●X－Game
（スケートボード）
●フットサル同好会
●FC－ABA１３
●テコンドー
●フットサルサークル玉職人
●予測技術研究会

～DICE～

体育会系
●ヨット部
●アイスホッケー部
●陸上部
●空手道部
●新極真空手部
●剣道部
●柔道部
●水泳部
●硬式庭球部
●卓球部
●バスケットボール部

●バレーボール部
●ハンドボール部
●バドミントン部

文化系
●アマチュア無線部
●教育を考える学生の会
●コンピュータ技術研修部
●写真部
●吹奏楽部
●美術部
●海釣りクラブ

◇
こ
こ
が
一
押
し

・
先
輩
、
後
輩
が

が
ば

仲

い
い
〜
！

・
部
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性

が
あ
ふ
れ
、
色
々
な
意
見
や

考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
将
来
に
活
か
せ
る
。

・
な
に
よ
り
、
と
て
も
楽
し
い
。

◇
今
後
の
目
標

県
内
の
社
会
人
・
学
生
と
交
流

し
、
情
報
交
換
を
行
う
。
就
活

で
内
定
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張

る
。
そ
し
て
将
来
を
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
力
と
自
信
を
得
た

い
。

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

固
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
逆
に

ス
ゴ
ク
楽
し
い
部
で
す
。
み
ん

な
で
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
思
い
っ
き

り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◇
こ
こ
が
一
押
し

・
先
輩
・
後
輩
が
め
さ
仲
良
し
。

・
歴
代
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流

が
か
な
り
盛
ん
で
す
。

・
個
性
あ
ふ
れ
る
人
し
か
い
な

い
。

◇
今
後
の
目
標

も
ち
ろ
ん
☆
優
勝
に
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

長
崎
一
に
は
ま
も
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
…
は
い
。

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

歴
史
あ
る
弓
道
部
に
部
員
不
足

と
い
う
危
機
的
状
況
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

誰
か
助
け
て
下
さ
い
。
男
女
共

に
チ
ー
ム
が
組
め
な
く
な
る
ん

で
す
！

生
自治会学

執行委員長
川原 崇裕君（前列中央）
（工学部機械工学科２年）

DATA

部員数 １３人
活動日 月～金
場 所 本館３Ｆ

大学行事の企画・運営を行

う。

大祭
実行委員会造 DATA

部員数 約３０人
活動日 毎週水曜日
場 所 本館３Ｆ

ぞうだいさい

毎年１１月に学園祭「造大祭」を開
催。８月は協賛広告の依頼に走り
回り、造大祭へ向けて、みんなで
一生懸命頑張っています。

硬式
野球部準

工学部電気電子情報工学科４年
大久保康弘君

DATA

部員数 ２０人
活動日 月～金
場 所 グラウンド

面白い人で、みんなから
好かれているキャプテン。
ちょっと酒ぐせが悪いか
なぁ。（マネージャー談）

道部弓

工学部船舶工学科３年
内山奈緒子さん

DATA

部員数 １１人
活動日 月～金
場 所 電気実験棟裏

普段は温和な内山さん。
試合前には誰も寄せ付け
ないオーラを出すそうで
す。

情報学部経営情報学科３年
志賀 達哉君

シャイな笑顔と優しさで
部員からの信頼も厚い。
自らも努力を怠らない� ホームページ（URL）http://www.nias.ac.jp/cafe/

※以下は今回紹介で
きなかった部です。注目の部活動を紹介します。クラブ＆サークル

areer-
Net-Cafe 部Ｃ

DATA
部員数 ２５人
活動日 水・木
場 所 本館３Ｆ

（学食の上）

就活準備サークル
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◇
こ
こ
が
一
押
し

み
ん
な
熱
い
＆
楽
し
い
！

◇
今
後
の
目
標

秋
季
リ
ー
グ
（
長
崎
県
の
大
会

９
〜
１０
月
開
催
）
で
優
勝
し
て
、

九
州
大
会
へ
出
場
す
る
。

攻
守
の
要
の
萩
村
君
を
中
心
に

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
へ

向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

未
経
験
者
、
経
験
者
、
関
係
な

く
興
味
の
あ
る
人
は
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
こ
が
一
押
し

基
本
は
み
ん
な
お
バ
カ
だ
け
ど
、

元
気
で
大
学
一
熱
い
部
活
で
す

☆仲
の
良
さ
は
ど
こ
に
も
負
け
ま

せ
ん

◇
今
後
の
目
標

毎
年
７
月
に
長
崎
港
で
開
催
さ

れ
る
「
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権

大
会
」
で
優
勝
す
る
こ
と
！

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

海
の
男
ば
ん
ざ
い
！

男
は
気
合
！

女
は
愛
嬌
！

今
夜
は
サ
イ
コ
ー
！

◇
こ
こ
が
一
押
し

楽
し
い
！
と
に
か
く
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
で
す
�

大
学
生
活
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
で
き
る

こ
と
間
違
い
ナ
シ
！

楽
器
も
先
輩
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
ま
す
よ
！

◇
今
後
の
目
標

年
３
度
の
ラ
イ
ブ
（
夏
、
秋
の

学
園
祭
、
冬
に
実
施
）
を
も
っ

と
増
や
し
て
積
極
的
に
外
の
ラ

イ
ブ
に
も
参
加
し
て
い
き
た
い

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ

経
験
者
、
初
心
者
問
わ
ず
、
音

楽
好
き
な
人
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
見

学
に
来
て
み
て
下
さ
い
！

ッカー部サ

工学部建築学科３年生
野口 拓也君

DATA

部員数 １５人
活動日 週３～４回
場 所 グラウンド

性格は「明るく」「熱い」
練習が大好きなキャプテ
ンです。

楽系
サークル音

DATA
音 楽 部 （１６人）
フォーク部 （１２人）
軽音楽部 （１２人）
場 所 体育館１階

各部の部長（写真は左から）
音 楽 部 井上 雅俊君
（工学部建築学科３年）
フォーク部 志田 祐一君
（工学部建築学科３年）
軽 音 部 坂井 裕周君
（人間環境学部環境文化学科３年）

ーロン部ペ

工学部建築学科４年生
田ノ上勇一郎君

DATA

部員数 ２２人
活動日 週６回
場 所 網場湾

（本当は）優しい性格だ
が、後輩から「部活中は
恐い」と言われている主
将。

☆「SIDE KICK」
（フォーク部）

☆「煩悩ズ」
（フォーク部）

☆「HELL－SEE」
（軽音楽部）

☆「SMILE クーポン」
（音楽部）

☆「Worthless」
（フォーク部）

☆「Beil」
（軽音楽部）
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６
月
２０
日
、
長
崎
市
役
所
に
お
い

て
長
崎
市
と
長
崎
大
学
、
県
立
長
崎

シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
、
本
学
の
３
大
学

が
長
崎
市
の
産
業
振
興
に
資
す
る
た

め
、
連
携
協
定
を
結
び
、
連
携
協
定

書
の
調
印
式
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
大
学
の
知
的
財
産
を
活

用
し
た
中
小
企
業
の
事
業
拡
大
等
を

核
と
し
た
産
業
振
興
を
図
る
も
の
。

調
印
式
に
は
本
学
の
行
徳
理
事
長

が
出
席
し
、
田
上
長
崎
市
長
、
長
崎

大
学
の
齋
藤
学
長
、
県
立
長
崎
シ
ー

ボ
ル
ト
大
学
の
池
田
学
長
等
と
協
定

書
に
サ
イ
ン
し
た
。

背
景
に
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

地
域
間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
地
場

中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
や
地
域
の

持
つ
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十

分
に
引
き
出
す
施
策
の
展
開
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
市
が
持
つ

企
業
情
報
と
、
大
学
の
研
究
技
術
、

成
果
を
共
有
し
、
産
学
官
の
連
携
を

強
化
し
対
応
し
て
い
く
。

今
秋
に
は
、起
業
家
育
成
施
設（
出

島
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
「D

‐FLA
G

」長

崎
３
大
学
連
携
型
起
業
家
育
成
施

設
）
が
開
所
す
る
。
単
に
入
居
者
の

た
め
だ
け
の
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、

市
内
全
て
の
中
小
企
業
の
新
事
業
展

開
及
び
創
業
の
拠
点
と
な
る
べ
く
環

境
を
整
備
し
て
い
く
。

６
月
１０
日
、
本
学
に
お
い
て
長
崎

地
区
の
３
、
４
年
生
を
対
象
と
し
た

父
母
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

１
２
２
組
１
８
３
名
の
近
年
で
は

最
多
の
出
席
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ

れ
、
参
加
し
た
保
護
者
は
大
学
側
か

ら
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

林
一
馬
学
長
が
大
学
の
近
況
を
報

告
し
、
谷

昇
学
生
部
長
が
就
職
関

係
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
学
部
・
学
科
ご
と
に
分

か
れ
、
学
業
成
績
、
就
職
活
動
な
ど

に
つ
い
て
担
当
教
員
と
の
個
人
面
談

を
行
い
、
終
了
後
、
本
館
食
堂
で
懇

談
会
が
行
わ
れ
た
。
懇
談
会
に
は
翌

週
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン２００７

」

に
出
場
す
る
本
学
「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
夢
工

房
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
大
会

へ
の
抱
負
や
実
際
に
出
場
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
操
作
な
ど
の
説
明

を
し
た
。

６
月
２７
日
、
本
学
で
韓
国
の
嶺

南
理
工
大
学
と
巨
済
大
学
の
学
生

２４
名
の
日
本
語
短
期
研
修
の
開
校

式
が
行
わ
れ
た
。

研
修
は
７
月
２５
日
ま
で
の
約
１

ヶ
月
の
期
間
。
日
本
語
の
授
業
と

華
道
体
験
や
、
本
学
の
留
学
生
や

日
本
人
学
生
と
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

■
嶺
南
理
工
大
学

・
２
０
０
３
年
２
月
に
交
流
協
力

の
協
定
書
締
結

・
研
修
は
今
回
で
５
回
目

・
学
生
２０
名
と
引
率
１
名
が
参
加

■
巨
済
大
学

・
２
０
０
５
年
２
月
に
交
流
協
力

の
協
定
書
締
結

・
研
修
は
今
回
が
初
め
て

・
学
生
４
名
と
引
率
１
名
が
参
加

本学の財政状況

ト
ピ
ッ
ク
ス

1

金 額
１，５７３
２０
１４
５４８
１５
１１３
１０３
２，３８６
△６０
２，３２６

�収入の部�
科 目

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

金 額
１，４９１
７６２
１７７
１３
１３
２２

２，４７８
△１５４
△２，９６６
△３，１２０

�支出の部�
科 目

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
次年度繰越消費支出超過額

２００６
年度

２００６
年度

2

長
崎
市
と
の
産
業
振
興
に

係
る
連
携
協
定
に
調
印

長
崎
地
区
父
母
懇
談
会

を
開
催

韓
国
の
大
学
生
が
本
学
で

日
本
語
短
期
研
修

3

金 額
１，５２５
５１９
１６０
１３
５６
１０
３１
０
８７
△４１
８９３
３，２５３

�支出の部�
科 目

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

金 額
１，５７３
２０
１０
５４８
１５
１１３
１００
３１５
９４

△４０２
８６７
３，２５３

�収入の部�
科 目

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

今後の開催予定
９月２日� 佐世保 佐世保シティホテル
９月２日� 佐賀 ホテルニューオータニ佐賀
９月２日� 福岡 三井アーバンホテル福岡
９月２日� 山口 東京第一ホテル下関
９月８日� 大阪 三井アーバンホテル大阪
９月８日� 宮崎 宮崎レマンホテル
９月９日� 松山 東京第一ホテル松山
９月９日� 鹿児島 ブルーウエイブイン鹿児島
９月１５日� 東京 ニューオータニイン東京
９月１６日� 長崎 本学
１０月１３日� 沖縄 那覇セントラルホテル

【式次第（予定）】※沖縄会場を除く（各３０分遅れ開始）
◆受付 １２：３０～
◆全体会 １３：００～１３：３０
◆個別面談 １３：３０～１５：００
◆懇親会 １５：００～１６：３０

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計
金 額

１，６７８
１，２２８
４５０

１３，０９１
△３，１２０
１１，６４９

科 目
負債

固定負債
流動負債

基本金
消費収支差額
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

資 産 の 部
金 額

１０，６３１
８，９９２
１，６３９
１，０１８

１１，６４９

科 目
固定資産

有形固定資産
その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

#P#P

個人面談会の様子

「NiAS 夢工房」の挨拶

貸借対照表 ２００７年３月３１日現在

（単位：百万円）

（単位：百万円）

消費収支計算書 ２００６年４月１日から２００７年３月３１日まで

調印後握手する参加者。
（右から齋藤学長、田上市長、
行徳理事長、池田学長）

（単位：百万円）

資金収支計算書 ２００６年４月１日から２００７年３月３１日まで

開校式で挨拶する研修生

国際交流スポーツ大会で記念撮影
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工
学
部
機
械
工
学
科
の
矢
島
浩
教

授
（
本
学
理
事
、
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
）
が
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会

船
舶
海
洋
技
術
賞
（
吉
識
賞
）
を
受

賞
し
た
。

船
舶
海
洋
技
術
賞
（
吉
識
賞
）
は
、

わ
が
国
の
船
舶
海
洋
技
術
ま
た
は
学

術
の
進
歩
発
展
に
顕
著
な
貢
献
の

あ
っ
た
人
に
対
し
授
与
さ
れ
る
も
の

で
、
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
で
最
高

の
賞
。

同
教
授
は
、
三
菱
重
工
業
�
、
広

島
大
学
を
経
て
、
本
学
に
在
職
。
そ

の
間
、
製
鉄
メ
ー
カ
ー
、
造
船
所
を

指
導
し
、
鋼
材
の
破
壊
靭
性
評
価
手

法
の
開
発
、
高
機
能
・
高
強
度
造
船

用
鋼
材
の
開
発
・
実
用
化
に
多
大
な

功
績
を
残
し
た
。
専
門
は
破
壊
力
学
、

材
料
強
度
学
。

工
学
部
船
舶
工
学
科
の
慎
燦
益
教

授
（
本
学
常
務
理
事
、
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
、
本
学
船
舶
工
学
科
昭

和
４５
年
卒
）
が
本
年
５
月
、
日
本
船

舶
海
洋
工
学
会
の
功
労
員
に
推
薦
さ

れ
た
。

功
労
員
は
、
学
会
の
事
業
に
対
し

て
特
に
功
労
の
あ
っ
た
正
員
の
中
か

ら
、
総
会
に
お
い
て
推
薦
さ
れ
る
も

の
で
、
１
１
０
年
の
歴
史
を
持
つ
当

学
会
に
お
い
て
、
現
在
６１
人
し
か
い

な
い
。
本
学
卒
業
生
と
し
て
は
初
。

日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
の
会
員
数
は

現
在
約
４
６
０
０
人
。

大
学
院
新
技
術
創
成
研
究
所
の
加

藤
貴
助
教
が
、「
光
励
起
高
温
超
伝

導
性
発
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
提

案
に
関
す
る
研
究
」
が
評
価
さ
れ
て
、

Trans

‐worldR
esearchN

etw
ork

出
版
社

（K
erala

）（http://w
w

w
.trnres.com

/

）

か
ら”Aw

ard
ofExcellence ”

を
受
賞
し

た
。

加
藤
貴
助
教
は
京
都
大
学
、
マ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
（
ド
イ
ツ
、

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）
そ
し
て
本
学

で
長
年
に
亘
っ
て
、
超
伝
導
理
論
を

は
じ
め
と
す
る
物
性
物
理
学
の
研
究

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
ナ
ノ
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
に
関
連
し
て
、

「
光
励
起
高
温
超
伝
導
性
発
現
の
可

能
性
に
つ
い
て
の
提
案
に
関
す
る
研

究
」
は
、
光
化
学
、
量
子
化
学
と
物

性
物
理
学
の
長
年
の
研
究
経
験
を
活

か
し
て
、
近
年
（２００４

－
２００５

年
）、

同
助
教
が
本
学
で
行
な
っ
た
斬
新
な

研
究
で
あ
り
、
世
界
で
初
め
て
理
論

的
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

６
月
２９
日
、
本
学
で
人
間
環
境
学

部
教
授
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー

ク
ガ
フ
ニ
氏
の
博
士
学
位
論
文
公
聴

会
が
開
催
さ
れ
た
。

博
士
学
位
論
文
題
目
は
「
ウ
ォ
ー

カ
ー
家
の
足
跡
調
査
に
も
と
づ
く
長

崎
居
留
地
の
通
史
的
研
究
」。

長
崎
居
留
地
の
主
要
な
住
民
で

あ
っ
た
ウ
ォ
ー
カ
ー
兄
弟
お
よ
び
子

孫
に
着
目
し
、
内
外
の
関
連
資
料
に

よ
っ
て
彼
等
の
詳
細
な
足
跡
調
査
を

行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
長
崎
居
留

地
の
研
究
に
欠
如
し
て
い
た
人
間

的
・
人
文
的
要
素
を
加
え
る
と
と
も

に
、
は
じ
め
て
そ
の
全
史
に
わ
た
る

通
史
的
視
座
を
提
供
し
よ
う
と
し
た

研
究
で
あ
る
。

５
月
２３
日
、
本
学
人
間
環
境
学
部

で
消
防
訓
練
を
実
施
し
た
。

学
部
の
学
生
、
教
職
員
約
６０
名
が

参
加
し
て
、
防
火
ビ
デ
オ
の
視
聴
、

防
火
講
話
、
消
火
器
の
取
扱
の
説
明

や
、
実
際
に
消
火
器
を
使
っ
た
操
作

に
つ
い
て
の
指
導
も
行
わ
れ
た
。

今
年
３
月
に
人
間
環
境
学
部
がＩ

Ｓ
Ｏ
１４００１

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
認
証
を
取
得
し
一
環
と
し
て
開

催
。
当
日
は
長
崎
市
中
央
消
防
署
よ

り
講
師
２
名
が
指
導
に
来
ら
れ
た
。

６
月
９
日
、
本
学
で
長
崎
県
内
企

業
と
留
学
生
支
援
者
と
本
学
留
学
生

と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
県
内
企
業
と
留
学
生
を

支
援
し
て
い
る
県
内
関
係
者
と
本
学

留
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ピ
ー
ル
を

行
い
、
親
し
く
接
す
る
こ
と
で
相
互

に
理
解
し
、
後
の
採
用
活
動
・
就
職

活
動
に
資
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
回
が
初
め
て
の
試
み
。

留
学
生
採
用
や
海
外
進
出
に
積
極

的
な
県
内
企
業
８
社
と
本
学
留
学
生

約
２０
名
が
出
席
。
説
明
会
で
は
参
加

企
業
側
が
会
社
概
要
や
業
務
内
容
等

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、

外
国
人
留
学
生
も
自
己
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
卒
業
後
の
滞

在
手
続
に
つ
い
て
も
行
政
書
士
よ
り

説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
、
長
崎
在
駐
中
国
総
領
事
や

長
崎
県
等
も
関
係
機
関
と
し
て
参
加

い
た
だ
き
、
産
学
官
一
体
と
な
っ
た

留
学
生
の
就
職
支
援
の
取
り
組
み
と

し
て
報
道
機
関
の
取
材
も
行
わ
れ
た
。

４
月
２７
日
、
今
年
の
３
月
末
で
退

職
さ
れ
た
工
学
部
建
築
学
科
の
安
達

守
弘
先
生
と
早
川
和
男
先
生
の
最
終

講
義
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
大
学
院

生
、
学
部
生
、
教
職
員
や
Ｏ
Ｂ
な
ど

両
先
生
の
最
後
の
講
義
に
聞
き
入
っ

た
。

■
安
達
守
弘
先
生

演
題

「
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ（
東
京
都
庁
）

は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
か
」

安
達
先
生
は
鹿
島
建
設
�
勤
務
時
、

東
京
都
庁
の
設
計
コ
ン
ペ
か
ら
建
設

に
至
る
中
で
、
構
造
家
の
武
藤
清
氏

や
建
築
家
の
丹
下
健
三
氏
と
の
秘
話

や
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
基
づ
く
構

造
家
と
し
て
の
考
え
方
な
ど
が
話
さ

れ
、
ま
た
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
出

来
上
が
っ
た
も
の
を
検
証
し
て
人
に

説
明
す
る
道
具
と
し
て
は
有
効
な
ん

で
す
が
、
も
の
の
本
質
を
つ
く
る
も

の
で
は
な
い
。」
と
警
告
を
し
た
。

■
早
川
和
男
先
生

演
題

「
私
の
研
究

生
活
空
間
の
研
究
」

早
川
先
生
は
住
居
学
、
建
築
計
画
学

等
研
究
者
の
西
山
夘
三
氏
の
影
響
を

受
け
、「
土
地
問
題
」
な
ど
の
研
究

遍
歴
や
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
研
究

し
て
き
た
か
に
つ
い
て
話
し
が
な
さ

れ
、「
研
究
や
学
問
は
『
方
法
論
』

が
大
事
」「
方
法
が
間
違
っ
て
い
る

と
成
果
は
出
な
い
」
と
話
し
、「
こ

れ
か
ら
が
私
の
出
番
」
と
意
欲
的
に

話
し
を
締
め
く
く
っ
た
。

加
藤
貴
助
教

�A
w
ard
o
f
E
xcellen

ce

�

を
受
賞

6
矢
島
浩
教
授

日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
の

最
高
賞
「
吉
識
賞
」
を
受
賞

4

慎
燦
益
教
授

日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
の

功
労
員
に
推
薦
さ
れ
る

5

博
士
学
位
論
文
公
聴
会
開
催

7

消
防
訓
練
を
実
施

8

県
内
企
業
と
留
学
生
支
援
者

と
本
学
留
学
生
と
の
懇
談
会

9

安
達
教
授
、
早
川
教
授
の

最
終
講
義

10
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TOPICS◇
林
一
馬
学
長
が
ま
ち
づ
く
り

テ
ー
マ
に
講
演

５
月
１９
日
、
雲
仙
市
小
浜
町
の
ふ

れ
あ
い
の
村
で
「
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
林
一
馬
学
長
が
講
演
し
た
。

（
惜
梅
亭
を
保
存
活
用
す
る
会
、
小

浜
温
泉
５７
主
催
）

林
学
長
は
長
崎
県
知
事
が
ま
ち
づ

く
り
関
係
施
策
の
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
諮
問
す
る
機
関
と
し
て
設
置
し

て
い
る
長
崎
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

審
議
会
の
会
長
を
務
め
る
。

◇
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
教
授

市
川
森
一
氏
と
対
談

４
月
２９
日
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
に
お
い
て
「
市
川
森
一
名
誉
館
長

奉
行
所
ト
ー
ク
」
に
本
学
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
Ｆ
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
教
授

（
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
）

が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、「
蝶
々
夫
人
と

長
崎
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

◇
藤
川
教
授
と
研
究
室
の
学
生

が
参
加

●
５
月
１９
・
２０
日
、
長
崎
市
水
辺
の

森
公
園
一
帯
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
長
崎

の
「
Ｋ
Ｔ
Ｎ
の
日
」
が
開
催
さ
れ
、

工
学
部
機
械
工
学
科
の
藤
川
卓
爾
教

授
（
工
学
部
長
）
と
研
究
室
の
学
生

た
ち
が
参
加
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
県
民

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
チ
ー
ム
長
崎
」
を

啓
蒙
す
る
な
ど
を
目
的
に
開
催
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
藤
川
教
授
ら
は
「
自

転
車
を
漕
い
で
発
電
し
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ミ
シ
ン
で
古
タ
オ
ル
を
利
用
し
て

雑
巾
を
縫
う
」
と
い
う
「
地
球
温
暖

化
防
止
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
美
化

推
進
」
の
た
め
の
視
聴
者
参
加
イ
ベ

ン
ト
に
参
画
。
研
究
室
メ
ン
バ
ー
が

自
転
車
を
改
良
し
、
発
電
し
た
電
力

で
ミ
シ
ン
が
動
く
装
置
を
開
発
。
最

終
的
に
、
雑
巾
５
３
４
枚
、
漕
い
だ

自
転
車
の
距
離
は
８
０
１
�
（
長
崎

か
ら
京
都
の
手
前
の
枚
方
市
ま
で
の

距
離
）
楽
し
み
な
が
ら
電
気
の
大
切

さ
を
考
え
る
企
画
と
な
っ
た
。

こ
の
模
様
は
、
５
月
１９
日
の
「
で

き
た
て
Ｇ
ｏ
ｐ
ａ
ｎ
」
の
特
別
番
組

の
中
で
生
中
継
さ
れ
た
。

●
６
月
２
日
、
長
崎
市
浜
の
町
の
ベ

ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
で
「
平
成
１９
年

度
環
境
月
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
長
崎
県
、
長
崎
市
の
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
藤
川
卓
爾
工
学
部
教
授
の

研
究
室
も
参
加
し
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｎ
（
テ
レ
ビ
長
崎
）
か
ら
の

呼
び
か
け
で

「
自
転
車
こ
い

で
ぞ
う
き
ん
作

ろ
う
」
を
Ｋ
Ｔ

Ｎ
の
ス
タ
ッ
フ

と
協
力
し
て
実

施
し
た
。

５
時
間
で
６６

枚
の
ぞ
う
き
ん

が
縫
い
あ
が
り
、
前
回
と
と
あ
わ
せ

て
６
０
０
枚
（
走
行
距
離
で
９
０
０

�
）
と
な
っ
た
。

◇
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ガ
イ
ダ
ン
ス

４
月
２５
日
、「
第
１
回
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
。

昨
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体

験
し
た
学
生
か
ら
報
告
が
あ
り
、
ま

た
、
教
務
課
の
担
当
者
か
ら
履
修
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

◇
沖
縄
県
人
会

沖
縄
県
出
身
の
学
生
で
つ
く
る

「
沖
縄
県
人
会
」
が
３
月
２６
日
の
長

崎
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
。
入
学
式
や

卒
業
式
、
学
園
祭
な
ど
の
ほ
か
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
沖
縄
の
伝
統
芸
能
「
エ
イ
サ
ー
」

を
披
露
す
る
学
生
の
取
り
組
み
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
た
。

４
月
５
日
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
が
「
沖
縄
県
人
会
」

の
活
動
内
容
や
沖
縄
弁
に
つ
い
て
生

中
継
で
紹
介
し
、
メ
ン
バ
ー
が
沖
縄

の
伝
統
芸
能
「
エ
イ
サ
ー
」
を
披
露

し
た
。

◇
帆
船
ま
つ
り

４
月
２６
日
か
ら
長
崎
港
で
「
長
崎

帆
船
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
工
学

部
船
舶
工
学
科
お
よ
び
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
企
画
参
加
し
、

学
生
と
教
員
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

た
。
本
学
の
参
加
は
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
お
り
、
期
間
中
、
本
学
の
企

画
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様

も
多
数
来
場
さ
れ
た
。

◇
ジ
ャ
ズ
と
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

で
海
辺
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
月
１０
日
、
佐
世
保
市
の
西
海

パ
ー
ル
シ
ー
で
「
ジ
ャ
ズ
と
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
で
海
辺
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
工
学
部
船

舶
工
学
科
が
企
画
参
加
し
た
。

野
瀬
幹
夫
教
授
の
研
究
室
と
林
田

滋
教
授
の
研
究
室
が
参
加
し
、
野
瀬

研
究
室
で
は
人
力
水
中
翼
船
（W

est-
G

ale
07

）
を
展
示
し
た
ほ
か
、
野

瀬
教
授
が
マ
リ
ン
講
演
会
に
て
「
人

力
船
、
飛
び
魚
を
目
指
し
た
挑
戦
者

た
ち
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

ま
た
、
林
田
研
究
室
で
は
二
人
乗

り
の
ソ
ー
ラ
ボ
ー
ト
の
試
乗
会
を
行

い
、
林
田
教
授
が
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

◇
留
学
生
の
新
入
生
歓
迎
会

６
月
１２
日
、
本
学
で
留
学
生
新
入

生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。
留
学
生
、

日
本
人
学
生
、
来
賓
、
教
職
員
が
参

加
し
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
た
。

今
年
は
中
国
を
は
じ
め
、
韓
国
、

台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ア
メ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
、
大

学
院
修
士
課
程
に
７
名
（
う
ち
１
名

は
編
入
学
）、
工
学
部
に
２
名
、
人

間
環
境
学
部
に
２
名
、
情
報
学
部
に

５
名
（
う
ち
１
名
は
編
入
学
）、
別

科
日
本
語
研
修
課
程
に
１９
名
の
新
し

い
仲
間
が
加
わ
っ
た
。

教
員
、

学
生
の
活
動

11
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◇
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ラ
ジ
オ
の
生

放
送

６
月
２
日
、
本
学
シ
ー
サ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

が
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
（
長
崎
放
送
株
式

会
社
）の「
ラ
ジ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
サ
タ
デ
ー
」

の
ス
タ
ジ
オ
と
な
っ
た
。

番
組
は
１２
時
か
ら
１４
時
３３
分
の
生

放
送
。
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に

特
設
の
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
。
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
村
山
仁
志
さ
ん
、
ご
う

ま
な
み
さ
ん
、
ス
キ
ッ
ピ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
が
ス
テ
ー
ジ
や
研
究
室
、
長

崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
な
ど
へ
移
動
し

て
今
回
の
テ
ー
マ
「
環
境
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
の

石
橋
康
弘
准
教
授
が
番
組
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
担
当
。
坂
井
正
康
教
授

（
同
学
部
学
科
）
が
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
実
験
装
置
や
抽

出
し
た
メ
タ
ノ
ー
ル
で
動
く
バ
イ
ク

を
使
っ
て
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
語

り
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
に
つ
い
て
木
塲
龍
一
君
（
同
学

部
学
科
４
年
）、
地
域
の
自
治
会
と

連
携
し
て
取
り
組
む
古
紙
回
収
に
つ

い
て
中
村
祥
子
さ
ん
（
４
年
）、
子

供
た
ち
に
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を

指
導
し
た
高
山
幸
樹
君
（
３
年
）
と

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
家
（
１
年
か
ら
４
年
ま
で

約
３０
名
の
学
生
で
構
成
）
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
た
。

当
日
は
長
崎
夢
キ
ッ
ズ
（
県
内
小

学
生
１
〜
６
年
の
会
員
１
２
０
名
ほ

ど
。
今
年
一
年
は
環
境
を
考
え
る
エ

コ
キ
ッ
ズ
と
し
て
取
り
組
む
）
の
認

証
式
が
あ
り
、
式
に
は
６４
名
が
参
加

し
、
終
了
後
は
人
間
環
境
学
部
の
学

生
の
指
導
を
受
け
て
廃
油
キ
ャ
ン
ド

ル
を
な
ぜ
作
る
の
か
を
学
び
、
ど
う

や
っ
て
作
る
か
を
体
験
し
た
。

ま
た
、
長
崎
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
「
心
人
（
こ
こ
ろ
び
と
）」
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
た
。

◇
人
間
環
境
学
部
学
生
に
よ
る

古
紙
回
収
の
取
り
組
み

本
学
の
人
間
環
境
学
部
の
学
生
グ

ル
ー
プ
と
宿
町
自
治
会
と
が
連
携
し

て
、
今
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
携
帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み

取
り
機
能
を
利
用
し
た
「
古
紙
回
収

シ
ス
テ
ム
」
の
取
り
組
み
が
５
月
１５

日
の
長
崎
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

６
月
６
日
、
地
元
長
崎
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ

長
崎
文
化
放
送
と
Ｎ
Ｉ
Ｂ
長
崎
国
際

テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
、
実
際
の
古

紙
回
収
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
の
様

子
や
リ
ー
ダ
ー
の
中
村
祥
子
さ
ん

（
同
学
部
環
境
文
化
学
科
４
年
）
及

び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
管
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
企
業
と
共
同
研
究
を
実
施
し

て
い
る
蒲
原
新
一
講
師
（
同
学
部
学

科
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
模
様
は
、
６
月
６
日
の
Ｎ
Ｉ

Ｂ
「
ニ
ュ
ー
ス
リ
ア
ル
タ
イ
ム
」、

６
月
８
日
の
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
」

で
放
送
さ
れ
た
。

◇
繁
宮
講
師
の
研
究
が

Ｔ
Ｖ
放
送

繁
宮
悠
介
講

師
（
人
間
環
境

学
部
環
境
文
化

学
科
）
の
研
究

室
の
取
り
組
み

が
６
月
１６
日
に

Ｎ
Ｃ
Ｃ
長
崎
文

化
放
送
で
放
送
さ
れ
た
。「
小
さ
な

も
の
へ
こ
だ
わ
り
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
サ
ワ
ガ
ニ
を
研
究
し
て
い
る
様

子
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
教
授
出
演
の

番
組
、
好
評
に
つ
き
再
放
送

２
月
１９
日
に

放
送
さ
れ
た

バ
ー
ク
ガ
フ
ニ

教
授
（
人
間
環

境
学
部
環
境
文

化
学
科
）
が
出

演
す
る
特
別
番

組
「
霧
笛
の
長
崎
居
留
地
〜
バ
ー
ク

ガ
フ
ニ
教
授
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
兄
弟
伝

〜
」
が
、
好
評
に
つ
き
長
崎
を
は
じ

め
、
福
岡
、
大
分
、
熊
本
、
鹿
児
島

で
も
放
送
さ
れ
た
。

同
教
授
は
昨
年
３
月
、「
霧
笛
の

長
崎
居
留
地
ウ
ォ
ー
カ
ー
兄
弟
と
海

運
日
本
の
黎
明
」
を
長
崎
新
聞
社
よ

り
出
版
。
三
菱
の
大
型
蒸
気
船
の
船

長
と
し
て
明
治
維
新
か
ら
海
運
日
本

の
草
創
に
貢
献
し
た
英
国
人
の

ウ
ォ
ー
カ
ー
兄
弟
ら
家
族
の
波
乱
の

生
涯
と
長
崎
居
留
地
の
実
態
を
、
新

事
実
を
ま
じ
え
て
究
明
し
て
い
る
。

◇
「
中
国
全
国
人
民
代
表
大

会
」
の
視
察
団

３
月
２４
日
、「
中
国
全
国
人
民
代

表
大
会
」
の
視
察
団
ら
が
本
学
を
訪

問
。本
学
の「
新
技
術
創
成
研
究
所
」

に
お
け
る
研
究
活
動
や
、
研
究
室
の

見
学
を
行
っ
た
。
常
務
委
員
会
副
委

員
長
の
路
甬
祥
氏
ら
２４
名
と
、
参
議

院
国
際
部
５
名
、
中
国
駐
日
日
本
国

大
使
館
員
３
名
な
ど
の
４４
名
を
お
迎

え
し
、
行
�
理
事
長
、
山
邊
新
技
術

創
成
研
究
所
長
、
本
学
に
在
学
す
る

中
国
か
ら
の
留
学
生
ら
本
学
関
係
者

が
熱
烈
歓
迎
し
た
。

◇
岐
阜
県
か
ら
の
修
学
旅
行
生

５
月
３１
日
、
修
学
旅
行
で
来
崎
し

た
岐
阜
県
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校

の
生
徒
６
名
が
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
」
を
、
岐
阜
県
土
岐
市
立
土

岐
津
中
学
校
の
生
徒
１２
名
が
「
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
」と「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
」

の
体
験
学
習
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

◇
日
見
小
学
校
の
児
童
が

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験

６
月
３０
日
、
日
見
小
学
校
の
児
童

が
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
で
橘
湾
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
体
験
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
豊
か
な
自
然
に

触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
日
見
小
校
区

育
成
協
の
要
請
を
海
洋
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
が
受
け
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
体
験
学
習
。
当
日
は
日
見

小
学
校
の
５
、
６
年
生
約
２０
人
と
父

母
、
役
員
が
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
。

長
崎
新
聞
社
の
取
材
も
あ
り
、
７

月
１
日
付
の
長
崎
新
聞
に
て
紹
介
さ

れ
た
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

取
材
・
放
送

本
学
へ
の

訪
問
者
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■
全
国
高
校
生

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

●●第１０回
全
国
高
校
生
設
計
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
Ａ

●●第３回
全
国
高
校
生
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

Ｂ

●●第１回
全
国
高
校
生
エ
コ
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
Ｃ

編

集

後

記

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「Ｎｅｘｔ
Ｄｏｏｒ.

ネ
ク
ス
ト
ド
ア
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
模
擬
講
義
（
学
生
発
表
）

◇
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
や
体
験
学
習

◇
学
食
体
験

◇
進
学
相
談

＜

詳
細
の
内
容
や
、
問
合
せ＞

http://nias.jp/

テ
ー
マ
「
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
所
」

http://w
w

w
.arch.nias.ac.jp/hom

e/com
pe/

com
pe

2007/com
p%

202007.htm
l

●
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
部
門

テ
ー
マ
「
未
来
」

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門

テ
ー
マ
「
紹
介
ペ
ー
ジ
」

http://w
w

w
.it.nias.ac.jp/new

s/

2007
contest/info

1.htm
l

「
社
会
活
動
」
部
門

※
清
掃
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
等

「
研
究
活
動
」
部
門

※
水
質
調
査
や
生
物
調
査
等

http://w
w

w
.nias.jp/opencam

pus/
pdf/contest07

eco.pdf

【
応
募
締
切
】

�

９
月
２９
日
（
土
）

�
�
９
月
３０
日
（
日
）

【
表
彰
】

�
�
�
１１
月
１０
日
（
土
）

■
問
合
せ
・
出
願
先

長
崎
総
合
科
学
大
学
入
試
広
報
課

〒
８
５
１－

０
１
９
３

長
崎
市
網
場
町
五
三
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０－

８
０
１－

２
５
３

夏
休
み
期
間
も
学
内
外
で
本
学
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
学
生
た

ち
が
大
活
躍
。

学
生
の
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表
情
が
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
じ
て
伝
わ
っ
て

き
た
。

今
後
も
取
材
を
通
じ
て
、
学
生
の
成

長
を
見
守
り
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
き
た
い
（^０^）

（
Ｔ
）

「
先
生
と
学
生
が
和
気
藹
々
と
し
て

い
て
良
い
雰
囲
気
で
す
ね
」
と
取
材

に
来
た
報
道
関
係
者
や
、
本
学
を
訪

れ
た
方
々
か
ら
の
談
。

先
生
と
学
生
の
距
離
は
近
い
。
ま
た
、

交
流
も
盛
ん
だ
。

そ
ん
な
「
人
」
達
や
、
活
動
を
紹
介

し
、
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
の
「
力
」
を
伝
え
て

い
き
た
い
。

（
Ｉ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

定員
３５
６０
６０
７５
６０
６０
７５

学科〔コース〕
船舶工学科〔造船技術コース、海洋フロンティアコース〕
機械工学科
電気電子工学科〔電気電子工学科、医療電子コース〕
建築学科〔建築学科、住居学コース（女子のみ）〕
知能情報学科
経営情報学科
環境文化学科

学部

工 学 部

情 報 学 部

人間環境学部

NiAS の特色、進学説明会の情報などなど、
受験生の知りたい情報をまとめています。
ご覧ください。

http://nias.jp/for_entrance/index.html

７月２９●
日
日

９月２３●
日
日

１１月１０●
土
日

開催日

第１回
終了

第２回

第３回

URL

clic
k

検索nias.jp大学へ

ＡＯ入試

後期

１月８日～３月１４日

随時

面接（個別）

志望理由書
（出願時提出：６００～８００字）

本学

３０，０００円
２月１９日
３月１１日
３月２１日

前期

９月３日～１２月１１日

１１月２６日
１２月２１日

推薦入試
後期

一般推薦

１１月２７日～１２月１１日

１２月１５日

面接（個別）
小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、福岡

３０，０００円

１２月２１日

前期
専門高校・
総合学科推薦

１１月１日～１１月１３日
１１月１７日 長崎のみ

１１月１８日 長崎を含む全会場
面接（個別）

自己推薦書
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、佐世保、那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、福岡、松山、広島、
岡山、大阪、名古屋、東京、札幌

１１月２６日

一般推薦

小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

出願期間

試験日

科目等

会場

受験料

合格発表

センター試験利用入試
後期

２月２８日～３月１４日

－

２科目

１．外国語（英、独、仏、中、韓）
英語のみリスニングテストを含む

２．地理歴史（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
３．数学�（数�、数�・数Ａ）
４．数学�（数�、数�・数Ｂ、工、情報）
５．国 語（国語）
６．理科�（理科総合Ｂ、生�）
７．理科�（理科総合Ａ、化学�）
８．理科�（物�、地学�）
９．公 民（現社、倫、政経）

※学部・学科で入試科目や出題範囲が異なります。
詳細は、お問合せいただくか、大学のホームページでご確認ください。

１３，０００円
３月２１日

前期
１月８日～２月８日

－

３科目

２月１９日

一般入試
後期

２月２０日～３月４日

３月９日

２科目

１．数学�（数�＋数�＋数Ａ＋数Ｂ）
２．数学�（数�＋数Ａ）
３．国 語（国語総合（古文、漢文を除く））

４．理 科（物理�＋�、化学�＋�、生物�＋�）
５．外国語（英�＋英�＋リーディング）

長崎、鹿児島、福岡、
松山、広島、大阪、
名古屋、東京

２８，０００円
３月１４日

前期
１月８日～２月１日

２月７日
２月８日

長崎、佐世保、那覇、
鹿児島、宮崎、大分、熊本、
佐賀、福岡、松山、広島、
岡山、大阪、名古屋、東京

２月１９日

出願期間

試 験 日

科 目 等

会 場

受 験 料
合格発表

２００８年度学生募集要項
学部〔工学部・情報学部・人間環境学部〕
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